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第５章 伊賀・山城南・東大和定住自立圏の取り組み 

 

第２期共生ビジョンでは、引き続き協定項目に基づく施策ごとの取り組みを進め、圏域住民の一体感を醸成するとともに、３府県、さらには行政的に東海圏・関西圏を跨ぐ当圏域の特性を踏ま

えた広域的な活動にも積極的に取り組みます。 

 

１．協定項目一覧表 

 

協定項目 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

１．生活機能の強化      

 (１)医療      

 ①救急医療体制の推進 ○ ○ ○ ○ 〇 

(２)健康・福祉      

 ①子育て支援事業の充実 ○ ○ ○ ○ 〇 

②高齢・障がい福祉事業の充実 ○ ○ ○ ○ 〇 

③健康づくり事業の充実 ○ ○ ○ ○ 〇 

(３)教育      

 ①教育環境の整備 ○ ○ ○ ○ 〇 

②文化・スポーツ活動の振興 ○ ○ ○ ○ 〇 

③生涯学習活動の推進 ○ ○ ○ ○ 〇 

(４)産業振興      

 ①就労支援と雇用の促進 ○ ○ ○ ○ 〇 

②企業立地の促進 ○ ○ ○ ○ 〇 

③広域観光事業 ○ ○ ○ ○ 〇 

④地域ブランド創造促進事業 ○ ○ ○ ○ 〇 

⑤鳥獣被害防止対策 ○ ○ ○ ○ 〇 

(５)環境      

 ①不法投棄防止対策 ○ ○ ○ ○ 〇 

②ごみ処理の広域連携の強化 ○ ○ ○ ○ 〇 

③木津川流域の環境整備 ○ ○ ○ ○ 〇 

(６)防災      

 ➀広域連携による防災力強化 ○ ○ ○ ○ 〇 

②相互応援体制の確立 ○ ○ ○ ○ 〇 

協定項目 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

２．結びつきやネットワークの強化      

 (１)公共交通      

 ①地域公共交通対策 ○ ○ ○ ○ 〇 

(２)ＩＣＴ・デジタル技術の活用      

 ①地域情報の共有化の推進 ○ ○ ○ ○ 〇 

 (３)交通インフラの整備      

 ①広域幹線道路等の整備促進 ○ ○ ○ ○ 〇 

(４)地産地消      

 ①地産地消の推進と販路拡大 ○ ○ ○ ○ 〇 

(５)地域内外の住民との交流      

 ①移住・交流施策の推進 ○ ○ ○ ○ 〇 

②空き家の利活用 ○ ○ ○ ○ 〇 

③公共施設の相互利用 ○ ○ ○ ○ 〇 

④交流拠点施設の活用などに 

よる地域間交流 
○ ○ ○ ○ 〇 

３．圏域マネジメント能力の強化      

 (１)人材育成・交流      

 ①圏域内職員の人材育成 ○ ○ ○ ○ 〇 

(２)外部からの人材確保      

 ①専門的な知識経験を有する人材

の確保 
○ ○ ○ ○ 〇 
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２．具体的な取り組みの体系図 

生活機能の強化に係る分野 

政策 施策 事業 

医療 救急医療体制の推進 1111 救急医療 

健康・福祉 

子育て支援事業の充実 1211 子育て支援 

高齢・障がい福祉事業の充実 
1221 認知症・介護予防 

1222 障がい者福祉 

健康づくり事業の充実 1231 健康づくり 

教育 

教育環境の整備 1311 教育環境 

文化・スポーツ活動の振興 
1321 文化・芸術振興 

1322 スポーツ振興 

生涯学習活動の推進 
1331 生涯学習 

1332 図書館運営 

産業振興 

就労支援と雇用の促進 1411 雇用、勤労者対策 

企業立地の促進 1421 企業立地促進 

広域観光事業 1431 広域観光 

地域ブランド創造促進事業 1441 地場産業振興 

鳥獣被害防止対策 1451 鳥獣害防止 

環境 

不法投棄防止対策 1511 不法投棄防止 

ごみ処理の広域連携の強化 1521 ごみの資源化 

木津川流域の環境整備 1531 環境美化 

防災 

広域連携による防災力強化 
1611 防災資機材整備 

1612 河川整備 

相互応援体制の確立 
1621 常備消防 

1622 消防団 

 

 

 

 

 

 

結びつきやネットワークの強化に係る分野 

政策 施策 事業 

公共交通 地域公共交通対策 

2111 鉄道網整備促進 

2112 関西本線電化促進 

2113 公共交通ネットワークの構築 

ICT・デジタル技術の活用 地域情報の共有化の推進 
2211 広報紙連携 

2212 SNS等連携 

交通インフラ 広域幹線道路等の整備促進 2311 道路整備 

地産地消 地産地消の推進と販路拡大 2411 交流促進施設維持管理 

    （道の駅活用事業） 

内外交流 

移住・交流施策の推進 
2511 移住・交流 

2512 関係人口創出 

空き家の利活用 2521 空き家等対策 

公共施設の相互利用 2531 公共施設の相互利用 

交流拠点施設の活用などによる地域間 

交流 

2541 地域間交流 

圏域マネジメント能力の強化に係る分野 

政策 施策 事業 

人材育成・交流 圏域内職員の人材育成 3111 職員合同研修 

人材確保 専門的な知識経験を有する人材の確保 3211 外部からの人材招へい 
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第6章 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取り組み 

 

１．協定の内容  

生活機能の強化に係る政策分野 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

１ 

医
療 

救急医療体制の推進 圏域住民が安心して救急医療を受けられ

るよう、関係機関と協議を図るとともに、

救急医療の適正利用のための普及啓発に

取り組む。 

救急医療体制維持に必要な

支援を行うとともに、乙と

連携し、住民等への啓発等

を行う。 

甲及び関係機関と協力し、

圏域の救急体制の維持に

努めるとともに、住民等へ

の啓発等を行う。 

甲及び関係機関と協力し、

圏域の救急体制の維持に努

めるとともに、住民等への

啓発等を行う。 

甲及び関係機関と協力し、

圏域の救急体制の維持に努

めるとともに、住民等への

啓発等を行う。 

救急医療体制維持に必要

な支援を行うとともに、

甲と連携し、住民等への

啓発等を行う。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

２ 

健
康
・
福
祉 

子育て支援事業の充実 安心して子育てできる環境を充実するた

め、子育て支援事業に係る連携拡大等に取

り組む。 

事業の実施に必要な協議を

行うとともに、乙と連携し、

住民等への周知及び運営に

必要な経費を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費

を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

事業の実施に必要な協議

を行うとともに、甲と連

携し、住民等への周知及

び運営に必要な経費を負

担する。 

高齢・障がい福祉事業の

充実 

高齢者及び障がい者が、住み慣れた圏域の

中で自分らしく生活できるよう、各種事業

に係る連携を図る。 

事業の実施に必要な協議を

行うとともに、乙と連携し、

住民等への周知及び運営に

必要な経費を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費

を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

事業の実施に必要な協議

を行うとともに、甲と連

携し、住民等への周知及

び運営に必要な経費を負

担する。 

健康づくり事業の充実 すべての住民が、住み慣れた圏域の中で生

涯にわたり、いきいきと健康に暮らすこと

ができるよう、各種健康づくり事業に係る

連携を図る。 

事業の実施に必要な協議を

行うとともに、乙と連携し、

住民等への周知及び運営に

必要な経費を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費

を負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

甲と連携し、住民等への周

知及び運営に必要な経費を

負担する。 

事業の実施に必要な協議

を行うとともに、甲と連

携し、住民等への周知及

び運営に必要な経費を負

担する。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

３ 

教
育 

 

教育環境の整備 圏域内での高校進学については、連携自治

体の多様な進学希望に対応できるよう、各

自治体の枠を越えた進学先の拡大を進め

ることで、将来的な圏域内就職に繋がるよ

う取り組む。 

乙と連携し、関係府県への

働きかけを強化する。 

甲と連携し、関係府県への

働きかけを強化する。 

甲と連携し、関係府県への

働きかけを強化する。 

甲と連携し、関係府県への

働きかけを強化する。 

甲と連携し、関係府県へ

の働きかけを強化する。 

文化・スポーツ活動の振

興 

各種事業の情報提供及び文化・スポーツ施

設の相互利用を図りつつ、各種活動団体等

が連携した圏域における文化・スポーツ活

圏域内の各種活動団体等の

情報を収集し、乙と連携し、

文化・スポーツ活動の振興

圏域内の各種活動団体等

の情報の収集に協力し、甲

と連携し、文化・スポーツ

圏域内の各種活動団体等の

情報の収集に協力し、甲と

連携し、文化・スポーツ活

圏域内の各種活動団体等の

情報の収集に協力し、甲と

連携し、文化・スポーツ活

圏域内の各種活動団体等

の情報の収集に協力し、

甲と連携し、文化・スポ
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動の振興に取り組む。 を行う。 活動の振興を行う。 動の振興を行う。 動の振興を行う。 ーツ活動の振興を行う。 

生涯学習活動の推進 各種事業の情報提供並びに生涯学習施設

及び各図書館等の相互利用並びに各種指

導者及びボランティアグループの養成等

を図りつつ、圏域における生涯学習活動の

推進に取り組む。 

圏域内の各種事業の情報を

収集し、乙と連携し、生涯

学習活動の企画・運営を行

う。 

圏域内の各種事業の情報

収集に協力し、甲と連携

し、生涯学習活動の企画・

運営を行う。 

圏域内の各種事業の情報収

集に協力し、甲と連携し、

生涯学習活動の企画・運営

を行う。 

圏域内の各種事業の情報収

集に協力し、甲と連携し、

生涯学習活動の企画・運営

を行う。 

圏域内の各種事業の情報

収集に協力し、甲と連携

し、生涯学習活動の企

画・運営を行う。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

４ 

産
業
振
興 

就労支援と雇用の促進 圏域内の企業の周知を図ることで、圏域内

企業への就業率を向上させるとともに、多

様な就業形態を必要とする女性、障がい

者、中高年齢者などが希望する仕事に就け

るよう能力開発及び就業へのマッチング

に向けて取り組む。 

乙及び関係団体、関係機関

との連携を強化し、雇用情

報の収集及び提供を行い、

雇用創出につながる活動を

展開する。 

甲及び関係団体、関係機関

との連携を強化し、雇用創

出につながる活動を展開

する。 

甲及び関係団体、関係機関

との連携を強化し、雇用創

出につながる活動を展開す

る。 

甲及び関係団体、関係機関

との連携を強化し、雇用創

出につながる活動を展開す

る。 

甲及び関係団体、関係機

関との連携を強化し、雇

用情報の収集及び提供を

行い、雇用創出につなが

る活動を展開する。 

企業立地の促進 圏域内での労働需要に対応した労働環境

を整えるため、安定した魅力ある雇用の場

の確保及び雇用創出に取り組む。 

乙と連携し、産業集積の形

成及び活性化に必要な取り

組みを行う。 

甲と連携し、産業集積の形

成及び活性化に必要な取

り組みを行う。 

甲と連携し、産業集積の形

成及び活性化に必要な取り

組みを行う。 

甲と連携し、産業集積の形

成及び活性化に必要な取り

組みを行う。 

甲と連携し、産業集積の

形成及び活性化に必要な

取り組みを行う。 

広域観光事業 圏域内の自治体及び各主体が連携し、圏域

全体のＰＲや誘客事業を推進する。また、

連携による新たな観光商品の開発に努め、

圏域の観光交流人口の増加を目指す。 

乙と連携し、観光情報の収

集、発信を行うとともに、

観光資源の発掘に努める。

あわせて圏域内外での各種

イベントでＰＲする。 

甲と連携し、観光情報の収

集、発信を行うとともに、

観光資源の発掘に努める。

あわせて圏域内外での各

種イベントでＰＲする。 

甲と連携し、観光情報の収

集、発信を行うとともに、

観光資源の発掘に努める。

あわせて圏域内外での各種

イベントでＰＲする。 

甲と連携し、観光情報の収

集、発信を行うとともに、

観光資源の発掘に努める。

あわせて圏域内外での各種

イベントでＰＲする。 

甲と連携し、観光情報の

収集、発信を行うととも

に、観光資源の発掘に努

める。あわせて圏域内外

での各種イベントでＰＲ

する。 

地域ブランド創造促進

事業 

圏域内の特産品等のブランド力を強化し、

地域資源を最大限に活用したブランドの

確立による情報発信及び販路開拓に取り

組む。 

圏域内の特産品等の情報を

共有し、新たなブランドの

掘り起こしを図るととも

に、イベントでの共同出品

など、乙と連携し、広くＰ

Ｒする。 

圏域内の特産品等の情報

を共有し、新たなブランド

の掘り起こしを図るとと

もに、イベントでの共同出

品など、甲と連携し、広く

ＰＲする。 

圏域内の特産品等の情報を

共有し、新たなブランドの

掘り起こしを図るととも

に、イベントでの共同出品

など、甲と連携し、広くＰ

Ｒする。 

圏域内の特産品等の情報を

共有し、新たなブランドの

掘り起こしを図るととも

に、イベントでの共同出品

など、甲と連携し、広くＰ

Ｒする。 

圏域内の特産品等の情報

を共有し、新たなブラン

ドの掘り起こしを図ると

ともに、イベントでの共

同出品など、甲と連携し、

広くＰＲする。 

鳥獣被害防止対策 圏域内での情報共有により、鳥獣被害の実

態を把握し、圏域全体で有害鳥獣による農

作物等への被害防止及び駆除に取り組む。 

 

 

乙と連携し、鳥獣被害防止

対策に必要な取り組みを行

う。 

甲と連携し、鳥獣被害防止

対策に必要な取り組みを

行う。 

甲と連携し、鳥獣被害防止

対策に必要な取り組みを行

う。 

甲と連携し、鳥獣被害防止

対策に必要な取り組みを行

う。 

甲と連携し、鳥獣被害防

止対策に必要な取り組み

を行う。 
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 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

５ 

環
境 

不法投棄防止対策 圏域内で実施している環境パトロールを

連携させることで、不法投棄の実態を把握

し、圏域全体で不法投棄の再発防止に向け

て取り組む。 

不法投棄防止監視パトロー

ル業務を乙及び関係団体と

連携し、情報交換を行いな

がら、効率的な対策を講じ

る。 

不法投棄防止監視パトロ

ール業務を甲及び関係団

体と連携し、情報交換を行

いながら、効率的な対策を

講じる。 

不法投棄防止監視パトロー

ル業務を甲及び関係団体と

連携し、情報交換を行いな

がら、効率的な対策を講じ

る。 

不法投棄防止監視パトロー

ル業務を甲及び関係団体と

連携し、情報交換を行いな

がら、効率的な対策を講じ

る。 

不法投棄防止監視パトロ

ール業務を甲及び関係団

体と連携し、情報交換を

行いながら、効率的な対

策を講じる。 

ごみ処理の広域連携の

強化 

ごみ処理コストの軽減、リサイクルによる

循環型社会の構築のため、可燃ごみの資源

化を軸として、さらなる４Ｒの推進に取り

組む。 

乙と連携し、ごみ減量やリ

サイクルの推進等に取り組

む。 

甲と連携し、ごみ減量やリ

サイクルの推進等に取り

組む。 

甲と連携し、ごみ減量やリ

サイクルの推進等に取り組

む。 

甲と連携し、ごみ減量やリ

サイクルの推進等に取り組

む。 

甲と連携し、ごみ減量や

リサイクルの推進等に取

り組む。 

木津川流域の環境整備 圏域内を流れる木津川の河川環境を整備

するとともに、圏域全体で木津川の自然を

発信する。 

乙と連携し、木津川流域の

保全・整備・活用に必要な

取り組みを行う。 

甲と連携し、木津川流域の

保全・整備・活用に必要な

取り組みを行う。 

甲と連携し、木津川流域の

保全・整備・活用に必要な

取り組みを行う。 

甲と連携し、木津川流域の

保全・整備・活用に必要な

取り組みを行う。 

甲と連携し、木津川流域

の保全・整備・活用に必

要な取り組みを行う。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

６ 

防
災 

広域連携による防災力

強化 

災害時における正確な情報共有及び圏域

内での相互応援体制の整備として、災害備

蓄品などの情報共有を図る。また、広域的

な治水対策に取り組む。 

甲の防災に関する情報を収

集し、乙と共有する。また、

圏域内での訓練実施等を検

討する。 

乙の防災に関する情報を

収集し、甲と共有する。ま

た、圏域内での訓練実施等

を検討する。 

乙の防災に関する情報を収

集し、甲と共有する。また、

圏域内での訓練実施等を検

討する。 

乙の防災に関する情報を収

集し、甲と共有する。また、

圏域内での訓練実施等を検

討する。 

乙の防災に関する情報を

収集し、甲と共有する。

また、圏域内での訓練実

施等を検討する。 

相互応援体制の確立 各種災害に対して、被害を軽減するため連

携自治体間で連携する。 

乙と相互応援協定等により

連携する。 

甲と相互応援協定等によ

り連携する。 

甲と相互応援協定等により

連携する。 

甲と相互応援協定等により

連携する。 

甲と相互応援協定等によ

り連携する。 

 

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

１ 

公
共
交
通 

地域公共交通対策 乙及び関係機関と連携し、地域公共交通

の利用促進を図るとともに、病院等の公

共的施設の開設時間に合わせたダイヤ

調整を行う。 

甲及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利用促進を

図るとともに、病院等の公

共的施設の開設時間に合わ

せたダイヤ調整を行う。 

甲及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利用促進

を図るとともに、病院等の

公共的施設の開設時間に

合わせたダイヤ調整を行

う。 

甲及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利用促進を

図るとともに、病院等の公

共的施設の開設時間に合わ

せたダイヤ調整を行う。 

甲及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利用促進を

図るとともに、病院等の公

共的施設の開設時間に合わ

せたダイヤ調整を行う。 

 

乙及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利便性の向

上と利用促進を図る。 

 

   甲及び関係機関と連携し、

地域公共交通の利便性の向

上と利用促進を図る。 
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 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

２ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用 

地域情報の共有化の推進 圏域における地域情報を共有し、圏域内

の自治体等の情報発信媒体を活用し、情

報発信を図る。 

圏域内の情報を収集し、乙

に提供するとともに、圏域

内外に発信する。 

乙の情報を甲に提供する

とともに、圏域内外に発信

する。 

乙の情報を甲に提供すると

ともに、圏域内外に発信す

る。 

乙の情報を甲に提供すると

ともに、圏域内外に発信す

る。 

乙の情報を甲に提供すると

ともに、圏域内外に発信す

る。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

３ 

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備 

広域幹線道路等の整備促進 広域的な観点で国道等幹線道路や地域

生活に密着した道路の整備を促進する。 

乙と連携し、物流の円滑化

や圏域住民の利便性の向上

など、広域的な視点で幹線

道路や生活道路の整備に取

り組む。 

甲と連携し、物流の円滑化

や圏域住民の利便性の向

上など、広域的な視点で幹

線道路や生活道路の整備

に取り組む。 

甲と連携し、物流の円滑化

や圏域住民の利便性の向上

など、広域的な視点で幹線

道路や生活道路の整備に取

り組む。 

甲と連携し、物流の円滑化

や圏域住民の利便性の向上

など、広域的な視点で幹線

道路や生活道路の整備に取

り組む。 

甲と連携し、物流の円滑化

や圏域住民の利便性の向上

など、広域的な視点で幹線

道路や生活道路の整備に取

り組む。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

４ 

地
産
地
消 

地産地消の推進と販路拡大 「道の駅」をはじめとする圏域内の主要

施設等で、相互の特産品等の販売及びＰ

Ｒを行い、地場産品の消費拡大を図る。 

乙と連携し、圏域内の特産

品等の情報を共有し、広く

ＰＲを行い、学校給食等へ

の導入や圏域内外でのイベ

ントへの共同出展など、販

路拡大に取り組む。 

甲と連携し、圏域内の特産

品等の情報を共有し、広く

ＰＲを行い、学校給食等へ

の導入や圏域内外でのイ

ベントへの共同出展など、

販路拡大に取り組む。 

甲と連携し、圏域内の特産

品等の情報を共有し、広く

ＰＲを行い、学校給食等へ

の導入や圏域内外でのイベ

ントへの共同出展など、販

路拡大に取り組む。 

甲と連携し、圏域内の特産

品等の情報を共有し、広く

ＰＲを行い、学校給食等へ

の導入や圏域内外でのイベ

ントへの共同出展など、販

路拡大に取り組む。 

甲と連携し、圏域内の特産

品等の情報を共有し、広く

ＰＲを行い、学校給食等へ

の導入や圏域内外でのイベ

ントへの共同出展など、販

路拡大に取り組む。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

５ 

地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流 

移住・交流施策の推進 圏域内への移住希望者が必要とする情

報及び支援を的確に把握し、ニーズに合

わせたサポートを検討する。また、相談

窓口の設置及び圏域全体での情報発信

に取り組む。 

移住・交流を促進するため

の情報収集と施策の検討を

行い、乙と共有するととも

に、圏域として一体的な情

報発信の取り組みを行う。 

移住・交流を促進するため

の情報収集と施策の検討

を行い、甲と共有するとと

もに、圏域として一体的な

情報発信の取り組みを行

う。 

移住・交流を促進するため

の情報収集と施策の検討を

行い、甲と共有するととも

に、圏域として一体的な情

報発信の取り組みを行う。 

移住・交流を促進するため

の情報収集と施策の検討を

行い、甲と共有するととも

に、圏域として一体的な情

報発信の取り組みを行う。 

移住・交流を促進するため

の情報収集と施策の検討を

行い、甲と共有するととも

に、圏域として一体的な情

報発信の取り組みを行う。 

空き家の利活用 地域や目的に応じた空き家の利活用を

推進するため、空き家バンクへの登録を

促進し、連携自治体双方の情報を共有

し、共同発信に努める。 

圏域の空き家情報を、空き

家バンクを通して乙と連携

し、共同発信する。 

空き家情報について甲に

情報提供するとともに、圏

域内の情報を発信する。 

空き家情報について甲に情

報提供するとともに、圏域

内の情報を発信する。 

空き家情報について甲に情

報提供するとともに、圏域

内の情報を発信する。 

空き家情報について甲に情

報提供するとともに、圏域

内の情報を発信する。 
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５ 

地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流 

公共施設の相互利用 それぞれの自治体で所有する公共施設

について、行政区域を越えた相互利用を

推進することで、圏域内外の住民の交流

を図る。 

乙の住民・団体に、甲が所

有する公共施設の使用を甲

の住民・団体と同一の基準

で許可し、使用させる。 

甲の住民・団体に、乙が所

有する公共施設の使用を

乙の住民・団体と同一の基

準で許可し、使用させる。 

甲の住民・団体に、乙が所

有する公共施設の使用を乙

の住民・団体と同一の基準

で許可し、使用させる。 

甲の住民・団体に、乙が所

有する公共施設の使用を乙

の住民・団体と同一の基準

で許可し、使用させる。 

 

乙の住民・団体に、甲が所

有する公共施設の相互利用

の促進を図る。 

   甲の住民・団体に、乙が所

有する公共施設の相互利用

の促進を図る。 

交流拠点施設の活用などに

よる地域間交流 

交流拠点施設の活用などにより、圏域住

民の交流を図る。 

乙と連携し、新たなサービ

スの仕組みの検討及び構築

を行う。 

甲と連携し、新たなサービ

スの仕組みの構築に係る

協議及び検討を行い、構築

に向けた協力を行う。 

甲と連携し、新たなサービ

スの仕組みの構築に係る協

議及び検討を行い、構築に

向けた協力を行う。 

甲と連携し、新たなサービ

スの仕組みの構築に係る協

議及び検討を行い、構築に

向けた協力を行う。 

甲と連携し、新たなサービ

スの仕組みの検討及び構築

を行う。 

 

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

１ 

人
材
育
成
・
交
流 

 

圏域内職員の人材育成 圏域内職員の能力及び資質の向上を図り、

双方の組織力の活性化と職員を育成する

ため、合同で研修会等を実施する。 

圏域で実施することが効果

的な職員向けの研修会等を

企画、実施するとともに、

乙が実施する職員研修等に

参加する。 

甲が実施する職員向け研

修会等に参加するととも

に、乙が実施する職員研修

等に、甲の職員の参加の機

会を提供する。 

甲が実施する職員向け研修

会等に参加するとともに、

乙が実施する職員研修等

に、甲の職員の参加の機会

を提供する。 

甲が実施する職員向け研修

会等に参加するとともに、

乙が実施する職員研修等

に、甲の職員の参加の機会

を提供する。 

圏域で実施することが効果

的な職員向けの研修会等を

企画、実施するとともに、

甲が実施する職員研修等に

参加する。 

 施策 取組内容 伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 名張市 

２ 

外
部
か
ら
の
人
材
確
保 

専門的な知識経験を有

する人材の確保 

各施策分野に関する専門的知識及び多様

な経験を有する人材の採用・招聘などによ

り、戦略的・重点的な施策展開を図る。 

乙と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を有

する専門家を招聘する。 

乙と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を

有する専門家を招聘する。 

乙と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を有

する専門家を招聘する。 

乙と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を有

する専門家を招聘する。 

 

乙と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を有

する専門家を招へいする。 

   甲と連携し、各政策分野の

取り組みに必要な知識を有

する専門家を招へいする。 
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２．具体的取組事項に係る成果指標（KPI）一覧 

定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組事項に成果指標（KPI）を設定しました。 

取組事項ごとに KPI を設定し、進捗を管理することにより定住自立圏構想の PDCAサイクルの構築を図ります。 

政策分野 政策 施策名 事業№ 成果指標 
現状値 

2020（R2）年度 

目標値 

2026（R8）年度 

１ 

生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
分
野 

医療 救急医療体制の推進 1111 救急・健康相談ダイヤル 24受付件数 2,330 件 4,500 件 

健康･福祉 

子育て支援事業の充実 1211 子育て相談広場「にんにんパーク」参加者数（保護者含む） 182 人 320 人 

高齢・障がい福祉事業の充実 

1221 認知症サポーター登録者数 7,301 人 9,300 人 

1222 障がい福祉啓発事業数 21 件 

2021(R3）年度見込 

20 件 

 

健康づくり事業の充実 1231 健康づくり講座参加者数 198 人 500 人 

教育 

教育環境の整備 1311 

伊賀市内にある進学可能な三重県立高校の案内パンフレットを

配布している笠置町・南山城村・山添村の中学校数 

1 校 2 校 

小中学校において ICT を活用し交流した回数 0 回 

2021(R3）年度 

1 回 

文化・スポーツ活動の振興 1321 文化芸術イベントの開催情報の共有数 10 25 

1322 スポーツイベント・スポーツ教室等の開催情報の共有数 13 18 

生涯学習活動の推進 
1331 生涯学習事業の開催情報共有率 0％ 100% 

1332 圏域内市立図書館利用カード登録者数 ― 人 2,200 人 

産業振興 

就労支援と雇用の促進 1411 合同就職セミナー参加者数 対面：74人 

2019（R1）年度 

Web：17人 

150 人 

企業立地の促進 1421 工場立地動向調査における新規立地企業件数（1000 ㎡以上） 8 件 

2016（H28）～2020（R2）

年度 

6 件 

2021（R3）～2026（R8）

年度 

広域観光事業 1431 観光消費額 14,396 円 43,212 円 

地域ブランド創造促進事業 1441 物産展での売上高 1,438 千円 2,650 千円 

鳥獣被害防止対策 1451 鳥獣害防止対策に係る情報共有の回数 1 回／年 1 回／年 

環境 
不法投棄防止対策 1511 不法投棄回収量 15,521ｋｇ 10,000ｋｇ 

ごみ処理の広域連携の強化 1521 資源化率の向上 10.8％ 11.0% 
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木津川流域の環境整備 1531 河川美化活動及び啓発事業への参加者数 93 人 5,500 人 

防災 

広域連携による防災力強化 1611 

1612 

非常食の備蓄率（４自治体の目標とする備蓄率を平均した数値） 125％ 125% 

相互応援体制の確立 1621 

1622 

常備消防との応援協定に基づく、合同・図上訓練及び訓練見学な

ど情報共有の回数 

0 回 累計 5回 

政策分野 政策 施策名 事業№ 成果指標 
現状値 

2020（R2）年度 

目標値 

2026（R8）年度 

２ 

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る
分
野 

公共交通 地域公共交通対策 

2111 

2112 

2113 

圏域内ＪＲ駅年間利用者数 580,476 人 

2019(R1)年度 

580,000 人 

圏域内運行バス年間利用者数 542,885 人 

2019(R1)年度 

2,600,000 人 

ICT・デジタル技術の活用 地域情報の共有化の推進 2211 

2212 

広報紙による情報提供回数 3 回／年 12 回／年 

交通インフラ 広域幹線道路等の整備促進 2311 ※必要に応じ取り組みを実施するため指標は設定しない。 

地産地消 地産地消の推進と販路拡大 2411 

道の駅あやま 年間客数 168,888 人 185,900 人 

道の駅いが 年間客数 223,842 人 246,400 人 

道の駅お茶の京都みなみやましろ村 年間客数 359,505 人 360,000 人 

花香房 年間客数 31,373 人 38,000 人 

とれたて名張交流館 年間客数 ― 118,000 人 

内外交流 

移住・交流施策の推進 
2511 移住情報の提供箇所数 28 箇所 50 箇所 

2512 ふるさと納税寄付件数 16,340 件 57,098 件 

空き家の利活用 2521 空き家バンク成約数 127 件 累計 415件 

2020（R2）～2026（R8）  

公共施設の相互利用 2531 新たな相互利用に関する取組数 1 施設 累計 6施設 

交流拠点施設の活用などによる地

域間交流 

2541 地域間交流の取組数 0 件 5 件 
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政策分野 政策 施策名 事業№ 成果指標 
現状値 

2020（R2）年度 

目標値 

2026（R8）年度 

３ 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
の
強
化
に
係
る
分
野 

 

人材育成・交流 

 

 

圏域内職員の人材育成 3111 圏域市町村職員合同研修会 ０回 ５回 

人材確保 

 

 

専門的な知識経験を有する人材の

確保 

3211 政策課題についての検討回数 0 回 累計 5回 
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３．具体的取組事項 

【１】生活機能の強化に係る分野 

 

政策（１）医療  

圏域住民が安心して暮らせるためには、救急医療体制の確保が必要です。 

 このため、連携自治体間で救急医療に関する情報を共有し、住民に情報提供を行うとともに、

一次・二次救急医療体制の充実と確保を行い、圏域住民の安定した生活の確保を目指します。 

 併せて、圏域住民への更なる安心の提供に向け、医療や健康に関する相談機能の共有化等の

体制づくりを目指します。 

 

施策① 救急医療体制の推進 

期待される効果 

 医療に関する相談体制及び休日・夜間の一次救急医療体制を確保することにより、比較的軽

度な患者の診療体制が充実し、圏域住民に安心できる生活を提供することができます。また、

二次救急医療機関の負担軽減が図れます。 

 

事業№ 1111 事業名 救急医療 

事
業
概
要 

圏域住民が安心して救急医療を受けられるよう、自治体間で連携を図り、一次・二次

救急医療体制を維持するための支援を行うとともに休日・夜間の急病者に対応する診

療所を開設し、地域医療体制の充実と確保に努めます。 

また、救急医療や応急処置等に関する相談に 24時間対応する「伊賀市救急・健康相

談ダイヤル 24」事業の実施対象地域を維持・拡大し、連携自治体間の共有する課題

を認識したうえで、安心できる医療体制を提供するとともに、救急医療の適正な利用

を促進します。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 151,959 186,319 196,303    

笠置町 139 138 119    

南山城村 258 258 258    

山添村 278 275 278    

名張市 ― ― ―    

計 152,634 186,990 196,958    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

政策（２）健康・福祉  

 連携自治体では、それぞれが住民の健康や福祉に関する事業を行っています。 

現在の多様化・複雑化する住民のニーズに対して、今後、連携自治体間で健康・福祉に関す

る情報を共有し、各種事業の対象者を圏域全体に拡大することなどにより、高齢者のみならず

障がいのある人や子どもなど、全ての住民が活躍でき QOL（生活の質）の高い地域の仕組み

づくりを目指して、地域包括ケアシステムの構築を進めます。 

 

施策① 子育て支援事業の充実 

 期待される効果 

 地域で安心して出産・子育てができる環境が整い、人口減少対策として期待できます。 

 

事業№ 1211 事業名 子育て支援 

事
業
概
要 

少子化に歯止めをかけるため、交流広場の提供や子育て支援事業を実施することによ

り、保護者の子育てへの意欲を高め、交流を通して保護者同士の仲間づくりや親子関

係を形成します。 

地域の子育て支援センターや子育て包括支援センターでは、子育て情報の収集・提供

や子育て事業を実施します。 

病児保育の実施により、病気のために、保育所（園）、幼稚園、小学校などで集団生

活が困難で、保護者の勤務などにより家庭で保育できない児童を一時的に預かりま

す。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 32,068 33,676 33,253    

笠置町 30 35 105    

南山城村 137 90 90    

山添村 120 178 14,624    

名張市 ― ― ―    

計 32,355 33,979 48,072    

活用する補助金等 子ども・子育て支援交付金、重層的支援体制整備事業交付金 
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施策② 高齢・障がい福祉事業の充実 

 期待される効果 

高齢者の社会参加が促進されるとともに、健康寿命が延びます。住民・職員が障がいを知る、

理解することにより、偏見や差別のない社会を構築することができるとともに、障がいのある

なしに関係のない共生社会の実現が推進されます。 

 

事業№ 1221 事業名 認知症・介護予防 

事
業
概
要 

地域で認知症・介護予防事業を実施するいきいきサロン等に音楽療法や３Ｂ体操など

の講師を派遣します。認知症を正しく理解し、認知症の人とその家族を見守り支える

認知症サポーターを養成する講座を開催します。お住まいの地域で、運動や認知症予

防を中心とした介護予防活動を実践していただける介護予防リーダーを養成します。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 9,418 8,721 8,682    

笠置町 2,802 2,141 2,138    

南山城村 2,741 1,513 1,562    

山添村 1,700 2,128 1,565    

名張市 ― ― ―    

計 16,661 14,503 13,947    

活用する補助金等  

 

事業№ 1222 事業名 障がい者福祉 

事
業
概
要 

すべての住民が障がいの特性を理解し、偏見や差別のない社会を構築することで、障

がいのある人が、住み慣れた地域で多くの人々と協力しあいながら、「自分らしい暮

らし」を送れるよう、障がい福祉研修事業（職員向け）、障害者週間街頭啓発事業、

点字奉仕員等養成事業、点字広報・声の広報等発行事業、要約筆記講座等を実施しま

す。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 750 800 828    

笠置町 364 361 363    

南山城村 483 479 474    

山添村 14 14 395    

名張市 ― ― ―    

計 1,611 1,654 2,060    

活用する補助金等  

施策③ 健康づくり事業の充実 

 期待される効果 

圏域住民の健康に対する意識向上、健康増進が図られ、健康寿命を延ばすことができます。 

 

 

 

事業№ 1231 事業名 健康づくり 

事
業
概
要 

圏域住民の健康に対する意識向上、健康増進を図ることを目的として、健康づくり講

座を開催します。 

こころの健康について理解を深め、自分自身及び家族等のこころの健康問題に取り組

みます。また、こころの健康問題を抱えた人々を身近で見守りや相談が出来る環境や

地域づくりを目指し、上野病院と連携してこころの健康講座を開催します。 

ご当地体操である忍にん体操の普及会が各地域において講習会を開催します。 

圏域に在住する健康づくりに関する知識や資格を持っている方をまちの講師として

登録し、講座メニューの充実を図り、圏域住民が活用できる住民ニーズに対応した出

前講座を実施します。また、健康講座や健康測定などそれぞれの地域に合った健康づ

くり事業が実施できるよう情報の提供などを実施します。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 700 632 636    

笠置町 570 570 571    

南山城村 426 432 521    

山添村 466 374 222    

名張市 ― ― ー    

計 2,162 2,008 1,950    

活用する補助金等  
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政策（３）教育  

公立高校進学では一部を除き、笠置町及び南山城村からは伊賀市内にある公立高校に進学で

きない状況でしたが、2023（令和５）年３月、笠置町、南山城村を所管する相楽東部広域連

合教育委員会と三重県教育委員会が覚書を締結したことで、定住自立圏内での高校進学エリア

が拡大し、伊賀市内の全ての高校の志願が可能となりました。引き続き、若年層の定住促進を

目指します。 

また、圏域住民がより一層、いきいきと暮らせるように、文化・スポーツ活動への参加の機

会と場所の提供などにより、相互交流の促進を目指します。 

 

施策① 教育環境の整備 

 期待される効果 

 児童生徒の交流を通じて、エリアプライドの醸成を図ることで、連携市町村の生徒が、圏域

内にある高校を進学先として検討することが期待できます。 

 

事業№ 1311 事業名 教育環境 

事
業
概
要 

連携市町村の中学校生徒に、進学可能な三重県立高校の案内パンフレットを配布し、

学校の紹介を行います。また、圏域内小中学校において、タブレットなどの ICT を

活用し、児童生徒の交流を行います。 

 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 0 0 0    

笠置町 0 0 0    

南山城村 0 0 0    

山添村 0 0 0    

名張市 ― ― ―    

計 0 0 0    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

施策② 文化・スポーツ活動の振興 

期待される効果 

 圏域内で実施される文化芸術、スポーツイベント等の情報共有を引き続き行うことにより、

圏域内の住民が文化・スポーツに親しむ機会の増加、交流人口の拡大が期待でき、地域の文化・

スポーツの振興が図れます。また、優れた指導力を持った指導者の育成や確保、ライフステー

ジに応じた生涯スポーツの環境充実など圏域全体のスポーツ振興が図れます。 

事業№ 1321 事業名 文化・芸術振興 

事
業
概
要 

圏域内で行われる文化芸術イベントなどの開催情報の共有・発信をすることで、施設の相互利

用を促進します。また、圏域内での文化活動への積極的な参加による人的交流と絆づくりを行

います。そのほか、芸術家や文化団体などが、ふだん文化芸術に触れる機会が少ない人の元に

出向きコンサートやワークショップを行うアウトリーチ事業により、圏域内の小中学生等が文

化芸術に触れる機会を創出し、文化芸術の受け手を増やします。また、圏域内の文化財につい

ても貴重な地域資源として保存・活用を図るため情報の一元化や発信等に努めます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 13,431 14,314 14,378    

笠置町 574 609 553    

南山城村 1,439 1,446 1,319    

山添村 720 520 520    

名張市 ― ― ―    

計 16,164 16,889 16,770    

活用する補助金等  

 

事業№ 1322 事業名 スポーツ振興 

事
業
概
要 

圏域内で行われるスポーツイベントやスポーツ少年団行事などの開催情報を共有することで、

相互に気軽な参加ができる環境づくりを行います。また、住民のスポーツへの関心や参加機会

を増やすため、スポーツ推進委員など指導者の育成についても情報共有を行います。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 22,171 30,181 24,150    

笠置町 1,224 1,224 1,163    

南山城村 3,260 3,260 2,575    

山添村 4,500 4,500 3,300    

名張市 ― ― ―    

計 31,155 39,165 31,280    

活用する補助金等  
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施策③ 生涯学習活動の推進 

 期待される効果 

 各種事業の情報提供や生涯学習施設の相互利用を図り、子どもや大人が互いに交流し学び合

うことで、圏域における生涯学習活動の推進が期待されます。 

 

事業№ 1331 事業名 生涯学習 

事
業
概
要 

多様な生涯学習事業のＰＲや事業連携を行い、子どもも大人も交流し学び合える機会

を提供し合うことで、圏域住民の生涯学習活動の幅を広げ、住民が生涯にわたって学

習できる環境を充実させます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 29,281 38,756 45,448    

笠置町 772 483 97    

南山城村 1,095 1,270 493    

山添村 2,553 3,413 2,385    

名張市 ― ― ―    

計 33,701 43,922 48,423    

活用する補助金等  

 

事業№ 1332 事業名 図書館運営 

事
業
概
要 

圏域内に設置する図書館（室）を利用できるよう、継続的に広く周知することにより、

広域での読書活動の推進に努め利用促進を図ります。また、ボランティアグループ団

体への活動支援として、読み聞かせ等に利用する紙芝居や絵本の団体貸出による相互

支援を行います。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 9,141 9,311 9,311    

笠置町 245 245 236    

南山城村 578 543 545    

山添村 10 10 10    

名張市 ― ― ―    

計 9,974 10,109 10,102    

活用する補助金等  

 

 

 

政策（４）産業振興  

本圏域は、豊富な歴史資源や豊かな自然等、多くの魅力ある資源を有しています。 

こうした資源を活かし、圏域で連携した観光施策や地場産業の振興を推進することで、更な

る誘客や地場産品の販路拡大が見込めます。 

また、就職セミナーなどの連携により、地元企業就職への取り組みを推進し、圏域の活性化

を目指します。 

 

施策① 就労支援と雇用の促進 

 期待される効果 

 U・J・I ターン就職をはじめ、圏域内の企業への就職者の増加が期待できます。 

 

事業№ 1411 事業名 雇用、勤労者対策 

事
業
概
要 

合同就職セミナーの共同開催等により、圏域内の企業への就職を促進し、地域経済の

後継者を育成します。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 41,618 43,012 42,069    

笠置町 0 0 0    

南山城村 0 0 0    

山添村 900 400 4,200    

名張市 ― ― ―    

計 42,518 43,412 46,269    

活用する補助金等  
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施策② 企業立地の促進 

 期待される効果 

 産業用地、求人情報、企業間連携のための圏域内の企業に関する情報を共有・蓄積することに

より、積極的・戦略的な企業誘致を行い、地域経済の発展につなげます。 

 

事業№ 1421 事業名 企業立地促進 

事
業
概
要 

奨励金等の優遇措置をもって、企業誘致を推進します。また、未操業企業の早期操業

に向けた支援をするとともに、民間遊休地等への企業誘致を推進します。また、産業

用地、求人情報、企業間連携のための情報共有等・蓄積を図ります。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 53,058 32,193 69,758    

笠置町 0 0 0    

南山城村 0 0 0    

山添村 3,404 5,931 5,928    

名張市 ― ― ―    

計 56,462 38,124 75,686    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策③ 広域観光事業 

 期待される効果 

 広域での観光情報の発信、観光商品の提供により、圏域内の観光入込客数・消費額の拡大を図

り、地域産業の振興につなげます。 

 

事業№ 1431 事業名 広域観光 

事
業
概
要 

圏域に有する自然や歴史文化、伝統産業等の多様な地域資源を発掘・活用し、体験・

学習型の観光プログラムの創出・提供に取り組みます。また、情報発信や観光人材の

育成について連携して取り組み、圏域内での観光客の流れを作り、圏域内の顧客の共

有を図ることにより、周遊性向上と滞在時間や観光消費額の増加を図っていきます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 26,609 31,238 34,194    

笠置町 4,660 5,997 1,456    

南山城村 20,924 14,915 27,923    

山添村 17,786 14,785 13,453    

名張市 ― ― ―    

計 69,979 66,935 77,026    

活用する補助金等  
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施策④ 地域ブランド創造促進事業 

 期待される効果 

 集客の多いイベント等で物産展出店など、相互の特産品の情報発信を行うことにより、特産

品等の認知度の向上が図れます。また、体験教室を行うことにより、伝統的工芸品を守り後継

者を育成することができます。 

 

事業№ 1441 事業名 地場産業振興 

事
業
概
要 

集客力の高いイベント等への物産展出店や伝統的工芸品などの体験イベントを行う

ことで、伝統的工芸品や特産品の情報発信、後継者育成支援を行います。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 5,758 9,037 31,795    

笠置町 0 0 0    

南山城村 0 0 0    

山添村 1,845 2,500 1,930    

名張市 ― ― ―    

計 7,603 11,537 33,725    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策⑤ 鳥獣被害防止対策 

 期待される効果 

 情報共有を行うことにより、同じ方向性が見出せ、各自治体が策定する計画にも反映させる

ことができます。 

 

 

事業№ 1451 事業名 鳥獣害防止 

事
業
概
要 

各自治体における取り組みについての情報交換等を行いながら、有害鳥獣による農作

物等への被害防止及び駆除を行います。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 45,649 45,649 40,019    

笠置町 808 808 1,039    

南山城村 22,313 22,313 4,431    

山添村 7,570 7,570 7,390    

名張市 ― ― ―    

計 76,340 76,340 52,879    

活用する補助金等  
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政策（５）環境 

本圏域は木津川の流れを同じくし、周囲を山に囲まれた自然豊かな地域です。 

このような中、圏域内で連携した環境保全活動や環境学習、ごみの資源化等の広報・啓発活

動を行うことで、本圏域の豊かな自然環境の保全を目指します。 

 

施策① 不法投棄防止対策 

 期待される効果 

 圏域全体において、不法投棄を早期に発見し回収することにより、新たな不法投棄を効果的

に防止していくことができます。 

 

事業№ 1511 事業名 不法投棄防止 

事
業
概
要 

市町村間・地域間で情報交換・協力しながら、環境パトロールによる不法投棄の抑制

及び回収を行います。また、啓発により抑制効果の上昇に努めます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 4,587 4,931 4,611    

笠置町 256 246 257    

南山城村 603 359 478    

山添村 270 270 172    

名張市 ― ― ―    

計 5,716 5,806 5,518    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策② ごみ処理の広域連携の強化 

 期待される効果 

 適正なごみ分別により、資源化と再分別等にかかる費用・労力の減少が図られます。 

 

 

事業№ 1521 事業名 ごみの資源化 

事
業
概
要 

圏域全体において、ごみの分別を適正に行うことによって、資源化が可能なものを極

力資源化するとともに、不適切なものの再分別等にかかる費用・労力を減らします。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 9,984 10,293 66,402    

笠置町 200 159 190    

南山城村 95 95 59    

山添村 1,232 1,232 1,372    

名張市 ― ― ―    

計 11,511 11,779 68,023    

活用する補助金等  
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施策③ 木津川流域の環境整備 

 期待される効果 

 木津川及びその支流の河川環境の向上を図るとともに、圏域内の住民の河川環境保全に対する

意識の高揚・定着を図ります。 

 

事業№ 1531 事業名 環境美化 

事
業
概
要 

木津川及びその支流における河川美化活動及び啓発事業を毎年継続的に実施すると

ともに、その活動内容、成果等を発信し、活動の輪を広げます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 204 188 188    

笠置町 33 33 70    

南山城村 62 34 35    

山添村 54 54 54    

名張市 ― ― ―    

計 353 309 347    

活用する補助金等  
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政策（６）防災  

連携自治体では、今後想定される様々な災害に備え、それぞれの防災計画に基づき取組を進

めています。 

これからも圏域住民が安全・安心に暮らせるよう、さらに相互の連携や協力しあうことで、

災害時への対応を迅速に行える体制づくりを目指します。 

 

施策① 広域連携による防災力強化 

 期待される効果 

 避難者への救援物資を迅速に配布できるよう備えます。また、災害時には、災害用長期保存

食や生活用品等の備蓄資機材の相互支援を行います。また木津川や名張川の河川改修など治水

対策の要望を行うことで、地域の安全の向上を図れます。 

 

事業№ 1611 事業名 防災資機材整備 

事
業
概
要 

避難者への救援物資を迅速に配布できるよう備えます。また、災害時には、災害用長

期保存食や生活用品等の備蓄資機材の相互支援を行います。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 3,248 3,612 10,281    

笠置町 0 374 991    

南山城村 500 1,200 3,176    

山添村 759 509 1,000    

名張市 ― ― ―    

計 4,507 5,695 15,448    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業№ 1612 事業名 河川整備 

事
業
概
要 

木津川や名張川の河川改修など治水対策や砂防事業の要望を行い、地域の安全の向上

を図ります。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 284 284 284    

笠置町 84 84 84    

南山城村 154 154 154    

山添村   51 51 51    

名張市 ― ― ―    

計 573 573 573    

活用する補助金等  
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施策② 相互応援体制の確立 

 期待される効果 

 構成自治体においても過去に、伊賀上野地震（1854 年）や東近畿大水害・南山城水害（1953

年）など、大災害が発生し大きな被害を受けています。情報を共有することにより、同じ方向性

が見出せ、策定する計画にも反映することができます。 

消防団における相互応援協定の締結により、災害発生時における相互支援体制の強化や充実につ

なげられます。 

常備消防においても、応援協定に基づく合同訓練の実施や訓練見学などにより、情報の共有等の

充実を図ることができます。 

 

事業№ 1621 事業名 常備消防 

事
業
概
要 

火災・救急・救助活動のために消防車両など現場装備品の更新・整備を実施し、装備

の充実により、円滑な消防活動を実施します。救急では、お互いのＭＣ＊教育の充実、

境界付近で発生した救急事案の連携強化、双方の病院受け入れ態勢の充実を図りま

す。また、応援協定に基づく合同訓練・図上訓練を実施します。 

＊ＭＣ（メディカルコントロール） 

救急患者を現場から医療機関へ搬送する間に医師以外の者（救急救命士を含む救急隊員）が応急処置

を指示あるいは指導して、それらの医療行為の質を保証すること。 

 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 72,523 83,946 72,046    

笠置町 51,795 46,611 45,134    

南山城村 14,400 141,521 138,687    

山添村 99,000 97,939 99,000    

名張市 ― ― ―    

計 237,718 370,017 354,867    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業№ 1622 事業名 消防団 

事
業
概
要 

相互応援協定に基づき、災害対応訓練や研修会、交流会を行う事により、情報の共有

や連携の強化を図ることができます。 

出初式や夏季訓練などの相互参加により、団員の交流を図り情報交換を行います。活

動を広報することにより、団員の活動意欲と士気を高めます。 

事
業
費
（
千
円
） 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 計 

伊賀市 195,433    185,776    172,489             

笠置町  9,349  9,838  9,883      

南山城村 17,290  16,749  18,056       

山添村 31,600 27,388 126,504    

名張市 ― ― ―    

計 253,672 239,751 326,932    

活用する補助金等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


